【個人住宅用】

第１号様式（１／３）
（申請先）川崎市長
　令和５年度 川崎市住宅用創エネ・省エネ・蓄エネ機器導入補助金 交付申請書
　川崎市住宅用創エネ・省エネ・蓄エネ機器導入補助金交付要綱（以下「要綱」という。）第７条の規定に基づき、次の計画のとおり申請します。
	（申請者）
	記入日
	令和     年     月     日
	（受付印）
※市役所使用欄

	現在お住いの住所
	〒

	

	フリガナ
	
	

	氏名
	
	

	TEL/携帯
	
	E-mail
	
	


（申請内容１）（□は、該当するものに■又は☑をしてください）

【申請者記入欄】
	１
	手続事務代行の確認
	□なし　　  □あり　要綱第８条に基づき、次のとおり補助金交付に関する手続事務を以下の者に
代行させますので届出ます。
ありを選択された場合は以下の２を手続事務代行者が記入して下さい。

	
	
	


【手続事務代行者記入欄）
	２
	手続事務代行
	会社名
	
	代表者名
	

	
	
	営業所名
	
	休業日
	

	
	
	フリガナ
	
	住所
	〒


	
	
	担当者名
	
	
	

	
	
	TEL/携帯
	
	E-mail
（必須）
	

	
	
	□ 同意事項　私は、下記の内容に同意した上で、本申請を代行します。
１ 申請内容に一切の虚偽が無いことを誓約します。

２ 暴力団又は暴力団員でないことを確認するため、代行事業者情報を神奈川県警察本部に照会することについて異議ありません。



【申請者記入欄】
	３
	同意事項
	□ 私は、下記の１から４の内容に同意した上で、本申請を行います。
１ 申請内容に一切の虚偽が無いことを誓約します。
２ 暴力団又は暴力団員でないことを確認するため、申請者情報を神奈川県警察本部に照会することについて異議ありません。

３ 市税の滞納がないことを誓約します。市税の滞納が判明した際には交付決定の取り消しを受けることに異議を申し立てません。
４ 期限内に設置完了届を提出できない場合は、交付決定の取り消しを受けることに異議を申し立てません。

	
	
	


第１号様式（２／３）
（申請内容２）（□は、該当するものに■又は☑をしてください）
	３
	申請区分
	□ パターンＡ
	□ パターンＢ

	
	
	□新築　　□建売
	■既築

	
	創・省・蓄エネ機器等
	必須
	■エネルギー管理装置
■太陽光発電システム
	必須
	■エネルギー管理装置

	
	
	選択
(１つ以上)
	□家庭用燃料電池システム

□定置用リチウムイオン蓄電システム
□Ｖ２Ｈ

□ＺＥＨ等
□ＬＣＣＭ住宅
	選択
(１つ以上)
	□太陽光発電システム

□家庭用燃料電池システム

□定置用リチウムイオン蓄電システム
□Ｖ２Ｈ

□ＺＥＨ等

	
	
	選択

(任意)
	□ＥＶ又はＰＨＶ
□ＣＡＳＢＥＥ戸建
	選択

(任意)
	□ＥＶ又はＰＨＶ

	
	申請区分
	□ パターンＣ
	□ パターンＤ

	
	
	□新築 □建売 □既築
	■既築

	
	創・省・蓄エネ機器等
	必須
	■太陽光発電システム
■Ｖ２Ｈ
■ＥＶ又はＰＨＶ
	必須
	■既設太陽光発電システム

	
	
	
	
	選択
(１つ以上)
	□家庭用燃料電池システム

□定置用リチウムイオン蓄電システム
□Ｖ２Ｈ

□ﾊﾟﾜｰｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅ ﾒﾝﾃﾅﾝｽ

	
	
	選択

(任意)
	□ＣＡＳＢＥＥ戸建
	選択

(任意)
	□ＥＶ又はＰＨＶ

	４
	補助金交付

申請額
	
	,０００　円

	５
	創・省・蓄エネ機器の仕様・要件
	□ 創・省・蓄エネ機器等（次ページ）が、要綱別表１の仕様・要件に合致することを確認しました。


（創・省・蓄エネ機器等の設置に係る情報）（□は、該当するものに■又は☑を記載してください）
	１
	創・省・蓄エネ機器等の設置場所
	

	２
	住宅の所有者氏名

（全員分）
	（申請者以外に所有者がいる場合、同意書（第２号様式）の提出が必要）


	３
	工事施工
予定業者
	名称
	
	電話番号
	

	
	
	所在地
	

	４
	工事着工予定日
	□ 契約書の記載内容に関わらず、下記の工事着工予定日が正しいことを誓約します。

	
	
	令和　　 年　　　月　　　日
	（新築及び既築の場合は補助対象システム等の導入工事の着工予定日、建売の場合は建物引渡予定日）

	５
	工事完了予定日
	令和　　 年　　　月　　　日（完了届提出期限は令和６年３月15日です）


第１号様式（３／３）
（創・省・蓄エネ機器等に係る情報）（□は、該当するものに■又は☑を記載してください）

	１
	エネルギー管理装置
	□ 今回導入する（メーカー名                                      ）
□ 既に導入している

	２
	太陽光発電システム
	□ 今回導入する（メーカー名                                      ）

	
	
	□ 新設
□ 増設
	最大出力
	
	．
	
	
	ｋＷ（少数第２位未満切り捨て）

	
	
	□過去に川崎市の補助金の交付を受けて設置（　　　  年度設置、　     kＷ）※
□過去に川崎市の補助金の交付を受けずに設置（　  　    kＷ）

	
	
	□ 既に導入している

	３
	家庭用燃料電池
システム
	□ 今回導入する（メーカー名                                      ）
□ 停電時発電機能を備えている（パターンＤの場合は必須要件）
□ 既に導入している

	４
	定置用リチウムイオン

蓄電システム
	□ 太陽光発電システムと連系する（必須）
□ 今回導入する（メーカー名                                      ）

	
	
	□ 新設□ 増設
	定格容量
	
	
	．
	
	
	ｋＷｈ（少数第２位未満切り捨て）

	
	
	□過去に川崎市の補助金の交付を受けて設置（　　　  年度設置、　    kＷh）※
□過去に川崎市の補助金の交付を受けずに設置

	５
	Ｖ２Ｈ
	□ 太陽光発電システムと連系する（必須）
□ 今回導入する（メーカー名                                      ）

	６
	ＥＶ又はＰＨＶ
	□ Ｖ２Ｈと同時に導入する（通称名                                 ）

	
	
	駆動用バッテリーの
総電力量
	
	
	．
	
	
	ｋＷｈ（少数第２位未満切り捨て）

	
	
	□過去に川崎市の補助金の交付を受けて定置用リチウムイオン蓄電システムを設置
(　　　  年度設置、　     kＷh)※

	
	
	□ 既に導入している

	
	
	□ Ｖ２Ｈを介した住宅への給電機能及び住宅からの充電機能を備えている
□ 自動車検査証の「使用の本拠の位置」がＶ２Ｈの設置場所と同じである

	７
	ＺＥＨ等
	□ ＺＥＨ　□ ＺＥＨ＋　□ ＺＥＨ Oriented

	
	
	□ 国ＺＥＨ補助金又は県ＺＥＨ補助金の交付決定を受けている

□ 市のＺＥＨ等審査を受けている（ＺＥＨ等審査結果通知番号：　        　）

	８
	ＬＣＣＭ住宅
	□ 国ＬＣＣＭ補助金の採択決定を受けている

□ 戸建住宅環境計画書の受付番号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	９
	パワーコンディショナメンテナンス
	□ 今回実施する
□ 太陽光発電設備を設置してから10年以上経過している

	10
	ＣＡＳＢＥＥ戸建
	戸建住宅環境計画書の受付番号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 


※補助金額の上限は要綱別表４参照

提出前に必ず別紙のチェックリストで仕様・要件、添付書類等を確認してください
